
「
百
歳
体
操
」を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
美
鈴
が
丘
で
も
各
街
区
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
年
を
重
ね
て
く
る
と
、
体
力
や
筋
力
が
落
ち
て

介
護
が
必
要
に
な
る
の
は
仕
方
な
い
」と
思
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　
筋
肉
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
鍛
え
る
こ
と
で
筋
力

の
ア
ッ
プ
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　
私
た
ち
の
寿
命
は
延
び
続
け
、
今
で
は「
人
生
90

年
」に
手
が
届
こ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
健
康
寿
命

（
健
康
上
の
問
題
が
な
く
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る

期
間
）は
平
均
寿
命
よ
り
男
性
で
約
９
年
、
女
性
は

約
12
年
も
短
く
こ
の
期
間
が
支
援
や
介
護
を
必
要
と

す
る
期
間
に
な
り
ま
す
。
長
い
人
生
を
い
つ
ま
で
も

元
気
に
過
ご
す
た
め
に「
健
康
寿
命
」を
延
ば
す
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
坂
道
の
多
い
美
鈴
が
丘
に
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け

る
た
め
に
は
、
健
康
で
い
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
お
う
ち
の
近
く
で
み
ん
な
で
一

緒
に
楽
し
く
体
力
・
筋
力
維
持
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が「
百
歳
体
操
」で
す
。「
百
歳
体
操
」

は
平
成
14
年
に
高
知
市
が
開
発
し
た
、
重
り
を
使
っ

た
筋
力
向
上
の
た
め
の
体
操
で
、
準
備
体
操
、
筋
力

運
動
、
整
理
体
操
で
構
成
さ
れ
、
椅
子
に
座
っ
て
の

ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
が
中
心
の
体
操
で
す
。
体
力

の
低
下
し
て
い
る
人
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
、
筋
力

運
動
は「
重
り
」を
手
首
や
足
首
に
着
け
て
、
ゆ
っ

く
り
と
手
足
を
動
か
し
ま
す
。
重
り
は
一
人
ひ
と
り

の
体
力
に
応
じ
て
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
、
無
理
な

く
効
果
的
に
筋
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
介
護
予
防

効
果
が
実
証
さ
れ
、
各
地
で
取
組
が
広
が
っ
て
い
る

体
操
で
す
。

いこいの部屋（公民館）

さくらサロン（南集会所） いきいき百歳体操（西集会所）

緑百歳体操（緑集会所）

プラチナさろん輝（ら・ふいっとHOUSE）

百
歳
体
操

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
つ
づ
け
る
た
め
に

いきいき百歳体操　2018年４月からの開催時間一覧表（予定）
◎いきいき百歳体操（西集会所） ・第２・３・４月曜日　９：30〜 11：00

・第２金曜日　10：00〜 11：30
◎いこいの部屋（公民館） ・毎週水曜日　10：00〜 11：30

・第１・３金曜日　10：00〜 11：30
・第２・４金曜日　13：30〜 15：00

◎さくらサロン（南集会所） ・毎週月曜日　13：00〜 14：30
◎プラチナさろん輝
　（ら・ふぃっとHOUSE） ・第１〜４木曜日　９：30〜

◎緑百歳体操（緑集会所） ・第１・３水曜日（サロン）10：00〜
・第２・４・５水曜日　13：00〜

　

是
非
、
一
度「
百
歳
体

操
」を
実
施
し
て
い
る
サ

ロ
ン
に
参
加
し
て
体
験
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
楽
し
く
体
操
・
お
し
ゃ

べ
り
を
し
な
が
ら
体
力
・

筋
力
維
持
し
て
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た「
美
鈴
が

丘
」で
暮
ら
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

（
地
域
福
祉
推
進
委
員

�

宮
本　

暁
子
）

筋力
・体
力維
持

美
鈴
が
丘
で
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
を
推
進
す
る
制
度

を
活
用
し
た
事
例
、
ま
ち

づ
く
り
事
例
を
紹
介
す
る

為
の「
西
区
ま
ち
づ
く
り

事
例
研
修
会
」が
開
催
さ

れ
た
。
バ
ス
が
楽
市
に
到

着
す
る
と
ま
ず
楽
市
の
賑

わ
い
に
驚
き
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
っ
て
い
た
。
出
店
で

を
ら
・
ふ
ぃ
っ
と
Ｈ
Ｏ
Ｕ

Ｓ
Ｅ
に
移
動
し
、
取
り
組

み
の
具
体
的
事
例
を
紹
介

さ
れ
た
。
ま
ず
モ
ー
ル
街

の
平
川
会
長
か
ら
モ
ー
ル

街
の
変
遷
を
紹
介
。
高
齢

化
が
進
む
に
つ
れ
寂
れ
が

急
速
に
進
み
一
時
は
半
数

が
シ
ャ
ッ
タ
ー
店
に
な
っ

て
い
っ
た
。
そ
れ
か
ら
の

現
在
ま
で
の
苦
労
や
行
動

の
買
い
物
や
舞

台
で
の
演
奏
に

思
い
思
い
に

行
動
し
て
い

た
。
１
時
間
後

場
所
を
西
集

会
所
に
移
動

し
、
い
き
い
き

百
歳
体
操
を
体

験
し
緊
張
を
ほ

ぐ
し
た
。
場
所

し
た
内
容
な
ど
を
熱
く
紹

介
。頷
く
人
が
多
か
っ
た
。

古
希
越
え
男
の
サ
ロ
ン
は

池
田
代
表
と
刎
本
代
表
が

発
足
の
主
旨
を
紹
介
。
リ

タ
イ
ア
後「
濡
れ
落
ち
葉

に
な
ら
な
い
為
に
は
ど
う

す
れ
ば
良
い
か
の
解
決
策

だ
っ
た
と
。」美
鈴
が
丘

レ
ス
キ
ュ
ー
は
江
島
代
表

が
、
お
年
寄
り
が
自
立
し

て
生
活
す
る
に
あ
た
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
ま
り
事

を
代
行
す
る
制
度
。
発
足

し
て
間
も
な
い
こ
と
も
あ

り
拡
大
中
と
説
明
。
質
問

な
ど
も
積
極
的
に
な
さ
れ

充
実
し
た
半
日
を
過
ご
し

て
頂
け
た
。�

（
山
本
）

◆	

第
15
回「
青
少
年
の
思

い
発
表
大
会
」�

２
／
４

佐
伯
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

で「
子
供
フ
ェ
ス
タ
」と
同
時

開
催
。
美
中
２
年
の
山
根
ひ
か

る
さ
ん
は「Good-ByeRain

〜
有
意
義
な
修
学
旅
行
に
」と

題
し
て
、
み
ん
な
で
旅
行
中

に
雨
に
遭
わ
な
い
よ
う
願
い

を
込
め
て
出
発
。
幸
い
に
も

〝
伝
説
の
雨
学
年
〟を
卒
業
で

き
て
最
高
に
楽
し
い
思
い
出

が
作
れ
た
こ
と
、
以
前
よ
り

も
ク
ラ
ス
の
団
結
力
が
ず
っ

と
強
く
な
っ
た
こ
と
を
思
い
を

込
め
て
熱
心
に
語
っ
た
。
全

10
校
の
生
徒
の
発
表
は
、
自

ら
の
感
性
を
大
切
に
相
手
を

思
い
や
り
み
ん
な
と
協
力
し

て
い
る
姿
が
伺
え
た
。
講
評

で〝
真
っ
す
ぐ
に
成
長
し
次
世

代
の
広
島
を
、
日
本
を
担
う

大
人
に
成
長
し
て
欲
し
い
〟と

大
い
に
期
待
。
ス
テ
ー
ジ
発

表
で
は「
ス
マ
イ
ル
」と「
み
っ

く
す
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｌ
」が
熱
演
。

あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
で
は
各
種

の
ゲ
ー
ム
に
興
じ
る
ち
び
っ
子

お知らせ 美鈴音頭保存会の練習日（入会は大歓迎）　�４月４日（水）９：30～11：30　会場：公民館２階 研修室

まちづくり事例見学バスツアー予定（１月27日）
９：30 美鈴が丘団地の取組の見学

　①美鈴楽市（美鈴モール商店街）
　②いきいき百歳体操（美鈴が丘西集会所）

10：30 ①�美鈴が丘団地での取組について、まちづくりに関
わる方から話を伺います。（ら・ふぃっとHOUSE）
　　①美鈴楽市
　　②古希越え男のサロン
　　③ら・ふぃっとHOUSE
　　④美鈴が丘レスキュー

11：30 ②広島市コミュニティ再生課による”まるごと元気
　地域コミュニティ活性化補助金制度”の紹介

◆
和
太
鼓
演
奏
会
公
民
館

	

２
／
２

「
生
き
る
こ
と
は
表
現
す
る
こ

と
！
」を
実
践
す
る「
風
の
祭
典

〜
天
使
か
ら
の
贈
り
物
〜
芸
能

教
室
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
５
曲

の
演
技
が
披
露
さ
れ
た
。
障
害

の
あ
る
子
ど
も
と
親
御
さ
ん
の

５
組
の
親
子
の
演
奏
で
、
バ
チ

で
叩
か
れ
出
さ
れ
る
太
鼓
の
響

き
の
迫
力
、
並
び
に
子
ど
も
達

の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
に
会

場
に
い
る
人
た
ち（
50
人
）の
心

に
感
動
を
与
え
た
。（
上
木
・
山
本
）

　
中
国
近
代
化
の

歴
史
探
訪
を
美
鈴

が
丘
高
校
の
永
福

先
生
に
お
願
い
し

て
40
人
が
受
講
。

中
華
人
民
共
和
国

が
成
立
し
て
七
十

年
、
日
本
人
と
中

国
人
の
両
国
の
歴

史
認
識
の
一
部
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
縮
ま
ら
な
い
ま
ま
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
近
代

中
国
の
基
礎
知
識
と
し

て
、民
族
の
多
様
性（
五
十

以
上
の
民
族
で
構
成
）、

国
土
領
域
、
対
外
関
係
を

概
観
し
た
。

　
十
九
世
紀
初
頭
、
満
州

族
が
南
下
し
て
中
国
最
後

の
清
王
朝
を
建
国
し
た
。

王
朝
の
栄
枯
盛
衰
を
軸

に
、
歴
史
的
事
件
の
遠
因

や
裏
面
史
に
も
言
及
し
、

王
朝
の
衰
亡
ま
で
説
明
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
タ
イ
ム

ア
ウ
ト
に
な
っ
た
。
次
回

は
清
王
朝
の
衰
亡
以
後

二
十
世
紀
初
頭
及
び
現
在

の
習
政
権
ま
で
興
味
津
々

な
歴
史
探
訪
を
お
願
い

し
て
講
義
は
終
了
し
た
。

�

（
松
川
）

◆	

お
達
者
ク
ラ
ブ「
体
を
動

か
し
、つ
ま
ず
き
予
防
」

	

１
／
29

　
元
気
で
長
生
き
の
た
め

の
秘
訣
は
食
事
と
運
動
。

食
事
は
高
蛋
白
な
物
を
、

そ
し
て
家
で
出
来
て
長
く

続
け
ら
れ
る
体
操
の
必
要

性
を
、
健
康
運
動
指
導
士

の
大
背
戸
ま
り
子
先
生
か

ら
、
楽
し
い
指
導
を
受
け

る
。
桃
太
郎
の
歌
を
歌
い

な
が
ら
の
グ
ー
パ
ー
は
脳

ト
レ
に
。
音
楽
に
合
わ
せ

て
の
ス
ト
レ
ッ
チ
は
一
段

と
効
率
が
よ
い
。
窓
の
外

は
小
雪
が
舞
っ
て
い
た

が
、
参
加
者（
32
名
）は

ポ
ッ
カ
ポ
カ
。�

（
下
門
）

山根ひかるさん

「スマイル」のステージ全員で記念写真

グーパーで脳トレ 美鈴が丘高校永福先生

学びの学校　中国の近代化
（十九世紀〜二十世紀初頭）

40
周
年
記
念
誌
発
行
編
集
室	

ス
タ
ッ
フ
募
集
中
‼

達
の
歓
声
が
響
い
て
い
た
。

西区まちづくり事例研修会
（まちづくり事例研究で美鈴が丘を訪問）

広 報 み す ず平成30（2018）年３月号 ⑵



◆
夜
間
で
の
避
難
訓
練�

２
／
10

緑
二
丁
目
で
は
138
人
が
参

加
し
、
新
た
に「
指
定
緊
急
避

難
場
所
」に
な
っ
た
美
鈴
が
丘

高
校
講
堂
に
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

に
必
要
と
思
わ
れ
る
物
を
詰

め
込
ん
で
集
合
。
緊
急
連
絡

網
37
の
小
グ
ル
ー
プ
毎
に
点

呼
後
、
区
役
所
地
域
起
こ
し

推
進
課
の
大
畑
氏
か
ら
非
常

持
出
し
グ
ッ
ズ
の
説
明
と
土

砂
災
害
警
戒
区
域
の
解
説
が

あ
っ
た
。
そ
の
後〝
８
・
20
豪

雨
災
害
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〟

の
上
映
が
あ
り
、
①
身
近
な

地
域
が
ど
ん
な
所
か
を
知
る

②
情
報
を
積
極
的
に
確
認
す

る
③
大
雨
に
な
る
前
に
早
め
の

避
難
開
始
を
！
。
ま
た
、
駐

在
所
か
ら
は
パ
ト
カ
ー
が
出

動
。
今
回
の
訓
練
を
通
し
て

①
避
難
場
所
の
確
認
②
非
常

持
出
し
品
は
各
自
で
必
要
な

物
が
異
な
る
事
が
確
認
で
き

た
③
ご
近
所
同
士
で
の
話
題

が
増
え
た
等
、
大
変
有
意
義

だ
っ
た
。
防
災
・
減
災
の
基
本

は
自
助
・
共
助
。
先
ず
は
自

ら
の
命
を
守
る
行
動
が
大
切
。

日
頃
か
ら
の
ご
近
所
同
士
の

繋
が
り
・
助
け
合
い
が
と
て
も

大
切
と
教
え
ら
れ
た
。�（
中
尾
）

◆
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　
各
街
区
で
始
動
準
備

美
鈴
が
丘
の
安
全
安
心
を

更
に
強
固
に
し
て
い
く
た
め
に

防
犯
組
合
か
ら
の
提
案
で
各

街
区
よ
り
13
人
が
講
習
会
に

参
加
。
こ
の
度
県
警
本
部
よ
り

「
実
施
者
証
」が
届
き
、
い
よ

い
よ
車
両
登
録
の
運
び
と
な
っ

た
。
メ
ン
バ
ー
が
増
え
た
こ
と

で
今
後
は
各
町
内
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
に
同
伴
し
た
り
、
子

ど
も
達
の
登
下
校
時
の
見
守

り
活
動
に
参
加
し
易
く
な
る
。

車
の
側
面
に「
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
中
」の
表
示
板
を
付
け

屋
根
に
青
色
回
転
灯
を
付
け

て
巡
回
す
る
の
で
大
変
目
立

つ
。
不
審
者
を
撃
退
し
犯
罪

を
未
然
に
防
止
し
住
み
良
い

◆
働
く
人
に
学
ぶ

	

中
学
校

美
鈴
が
丘
中
学
校
１
年

生
が
将
来
の
職
業
を
選
ぶ

参
考
に
す
る
た
め
の
学
習

会
。
山
田
駐
在
所
長
は
自

分
の
経
験
を
も
と
に
職
務

内
容
を
、
サ
ム
エ
ル
の
前

◆
６
年
生
租
税
教
室

	

小
学
校　
１
／
24

　
廿
日
市
税
務
署
の
内
田

講
師
か
ら
、
消
費
税
を
中

心
に
、
税
金
が
ど
の
様
に
、

ど
ん
な
処
に
使
わ
れ
て
い

る
か
が
判
り
易
く
説
明
さ

れ
た
。
も
し
税
金
が
無
け

れ
ば
道
路
の
通
行
料
を
支

払
っ
た
り
、
い
つ
も
遊
ん

で
い
る
公
園
に
ビ
ル
や
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
公
園
で

遊
べ
な
く
な
っ
た
り
す
る
。

全
員
真
剣
な
面
持
ち
で
感

じ
る
事
が
あ
っ
た
様
子
。

税
金
と
は
、
安
全
で
豊
か

な
暮
ら
し
を
送
る
た
め
に
、

み
ん
な
で
出
し
合
っ
て
負

担
す
る「
社
会
の
会
費
」

の
様
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
学
ん
で
い
た
。
因
み
に

小
学
校
６
年
間
で
使
わ
れ

る
一
人
当
た
り
の
税
金
は

89
万
円
×
６
＝
５
３
４
万

円
。�

（
池
田
・
山
本
）

◆
お
ひ
な
様
工
作

	

児
童
館　
２
／
９

　
今
年
は
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

風
の
お
ひ
な
様
。
ビ
ー
ズ

の
花
び
ら
、
可
愛
い
葉
っ

ぱ
、
色
鮮
や
か
な
貝
殻
、

菱
餅
、
そ
れ
ら
に
囲
ま
れ

た
内
裏
雛
。
出
来
上
が
っ

た
時
の
満
足
そ
う
な
子
ど

も
達
の
顔
。�（
上
坂
・
吉
田
）

◆�

節
分
豆
ま
き

　
サ
ム
エ
ル
美
鈴
が
丘
こ
ど
も
の
園

　

赤
鬼
、
青
鬼
が〝
悪
い

子
は
い
な
い
か
〜
〟と
教

室
を
覗
く
と
、
怖
く
て
大

泣
き
す
る
子
、
先
生
に
し

が
み
つ
く
子
。
そ
の
後
鬼

さ
ん
は
園
庭
に
出
て
園
児

に
豆
を
投
げ
ら
れ
退
散
。

今
年
１
年
の
邪
気
を
払
い

ま
し
た
。�

（
上
木
）

◆
美
鈴
神
社
節
分
祭�

２
／
３

　

今
年
の
安
全
を
祈
り
全

員
で
参
拝
。
終
了
後
は
美

鈴
が
丘
高
校
弓
道
部
の
男

女
４
名
が
弓
矢
所
役
と
な

り
射
矢
鳴
弦
を
実
演
、
20

ｍ
先
の
的
を
次
々
に
射
抜
き

や
ん
や
の
喝
采
。
最
後
は
お

楽
し
み
の
豆
ま
き
。�

（
山
本
）

◆	

節
分
豆
ま
き
と	

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

�

児
童
館　
２
／
１

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
始
ま

り
、
数
十
分
不
思
議
な
世

界
に
70
名
の
児
童
は
入
り
込

み
歓
声
を
上
げ
た
。そ
の
後
、

年
男
・
年
女
の
児
童
６
名
が

１
年
の
健
康
と
安
全
を
願

い
、「
福
は
内
、
鬼
は
外
」と

豆
ま
き
を
行
っ
た
。�

（
中
本
）

講堂で初めての夜間避難訓練自分達の街は自分達で守る努力を

税金はこんな所に使われている！

可愛く立派な105組の
おひな様が出来上がり

神社からの記念品
をもらって満足!!

怖い怖い、赤鬼に園児が豆まき

何度見ても判らない不思議

山田駐在所所長前田先生竹内郵便局長

・オリンピックでの選手の活躍が目覚ましく、特に髙木姉妹だけで５個のメダルは驚きです。
・アメリカでの銃は憲法で認められている権利ということで規制は進まず、銃による事件は後を絶ちません！

日本の出来事
世界の出来事

40
周
年
記
念
誌
発
行
編
集
室	

ス
タ
ッ
フ
募
集
中
‼

節　分　行　事

ま
ち
づ

く
り
に

更
に
貢

献
し
て

行
く
。

田
先
生
は
子
ど
も
が
好
き

で
子
ど
も
と
触
れ
合
え
る

職
業
に
就
き
た
か
っ
た
事

を
、
竹
内
郵
便
局
長
は
大

学
卒
業
時
、自
分
の
能
力・

性
格
を
棚
卸
し
て
、
職
業

を
選
ぶ
た
め
の
資
格
取
得

を
目
指
し
た
と
熱
く
語
っ

た
。�

（
山
本
）
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安
心
安
全
で
き
れ
い
な

�

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
中

◎
今
月
の
一
句

春
暁
や
街
灯

�

淡
く
ふ
く
ら
み
ぬ

�

典
恵

き
さ
ら
ぎ
句
会

90

★
美
鈴
音
頭
保
存
会

　
美
鈴
音
頭
は
作
詞
・
作
曲

並
び
に
振
り
付
け
等
も
完
全

な
地
元
生
ま
れ
で
す
。
保
存

会
は
美
鈴
音
頭
が
踊
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
、
美
鈴
音
頭

を
次
世
代
に
伝
え
た
い
と
の

声
か
ら
８
年
前
に
発
足
し
ま

し
た
。
練
習
は
23
名
の
仲
間

た
ち
で
、
踊
り
や
お
喋
り
で

賑
や
か
。毎
回
準
備
体
操
後
、

美
鈴
音
頭
を
楽
し
く
踊
り
ま

す
。
又
東
京
五
輪
音
頭
等
も

夏
祭
り
に
向
け
て
練
習
し
ま

サ
ー
ク
ル
覗
き
見 

○

練
習
日
：
毎
月
第
１
水
曜

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時

場
所　

：
公
民
館
研
修
室

連
絡
先
：
宗
山（
東
１
）

�

082
‐
９
２
８
‐
９
０
３
８

　
平
成
24
年
度
か
ら
安
心
安
全
な
街
づ
く
り

と
し
て
、
住
民
参
加
の
も
と
小
学
校
通
学
路

や
ト
ン
ネ
ル
付
近
の
街
路
樹
整
備
、
南
１
丁

目
で
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
植
樹
等
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
年
度
は
12
回
に
わ
た
り
、
慣
例

①
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

・
口
和
田
地
区
対
策
と
し

て
緑
三
丁
目
西
側
斜
面
を

市
か
ら
借
用
し
環
境
美
化

地
域
と
し
て
整
備
中
。

　
２
／
25
に
桜
を
15
本
植

樹
予
定
。
30
年
度
以
降
、

桜
を
10
本
追
加
。
更
に
水

仙
の
球
根
も
植
え
る
よ
う

補
助
金
を
追
加
申
請
し
お

花
見
の
で
き
る
一
大
名
所

に
す
る
。

②�

公
民
館
ト
イ
レ
に
洗
浄

便
座
導
入

・�

今
年
度
の
公
民
館
予
算

化
の
目
途
が
つ
い
た
の

で
、
２
階
の
男
女
ト
イ

レ
各
１
台
を
改
修
工
事

す
る
。
ま
ち
協
の
負
担

は
13
万
４
千
円
。

③�

り
ん
り
ん
タ
ク
シ
ー�

募
金
に
つ
い
て

・�

２
〜
３
月
で
30
年
度
運

営
資
金
の
募
金
活
動
を

各
町
内
会
に
お
願
い
し

て
い
る
。
地
元
負
担
金

約
60
万
円
を
集
め
る
為

１
世
帯
200
円
の
ご
厚
志

を
お
願
い
し
ま
す
。
日

赤
・
共
同
募
金
の
他
に

更
に
募
金
活
動
す
る
こ

と
に
町
内
会
に
よ
っ
て

は
拒
絶
反
応
が
あ
り
31

年
度
に
向
け
て
検
討
を

重
ね
る
。
30
年
度
分
は

今
回
の
募
金
方
法
で
実

施
す
る
。
運
営
状
況
に

つ
い
て
は
分
か
り
易
い

資
料
を
回
覧
す
る
。

④
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

・�

青
色
回
転
灯
を
マ
イ

カ
ー
に
装
着
し
て
町
内

を
巡
回
す
る
た
め
に
講

習
を
受
講
し
登
録
で
き

る
人
が
13
人
い
る
。
青

色
回
転
灯
を
４
基
に
増

や
し
各
街
区
毎
に
要
望

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
。
町
内
で
青
パ
ト

が
必
要
な
場
合
は
森
野

組
合
長
ま
で
。

⑤
普
通
救
命
講
習
会

・�

今
年
度
は
３
月
４
日
に

開
催
。
各
町
内
防
災
部

員+

１
名
の
参
加
を
。

・�

各
町
内
会
で
も
救
命
救

急
講
習
の
実
施
も
検
討

し
て
欲
し
い
。

⑥�

各
町
内
会
か
ら
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
に
次
年
度

委
員
選
出
の
要
請

⑦�

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
総

会
は
３
／
25

・�

各
町
内
会
毎
に
出
席
委

員
の
人
数
を
設
定
し
て

い
る
。
新
旧
の
役
員
が

出
席
。

⑧�

役
職
別
通
信
運
搬
費
の

支
給
を
来
年
度
予
算
か

ら
実
施
を
検
討
す
る
。

⑨�

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

事
務
所
開
所
を
検
討
中
。

⑩�

美
鈴
が
丘
カ
レ
ン
ダ
ー

を
制
作

・�

平
成
31
年
用
を
発
行
予

定
。
委
員
を
決
め
て
検

討
す
る
。

⑪�

美
鈴
が
丘
40
周
年
記
念

誌
発
行

・�

委
員
を
決
め
て
来
年
度

の
発
行
を
予
定
。
希
望

者
に
は
販
売
す
る
。
50

周
年
記
念
誌
制
作
の
為

の
準
備
を
今
か
ら
。

を
締
結
し
緑
街
区
町
内
会
と
道
路
の
り
面

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
29
年
度
の
桜
の
植
樹
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

２
月
25
日（
日
）に
け
や
き
通（
緑
３

丁
目
）桜
15
本（
河
津
桜
７
本
と
ボ
タ
ン

桜（
関
山
）８
本
）、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
200
本
、

花
壇
水
仙
）

　

２
月
18
日（
日
）に
南
１
丁
目
桜
が
丘

に
陽
光
桜
12
本

　

こ
の
他
、
未
来
の
森
づ
く
り
倶
楽
部
、

美
鈴
恵
の
森
づ
く
り
と
協
同
で
２
月
10
日

（
土
）鉢
が
峰
に
河
津
桜
12
本
、
鬼
が
城

山
の
八
畳
岩
付
近
に
２
月
24
日（
土
）陽

光
桜
12
本
植
樹
し
ま
し
た
。
将
来
素
晴
ら

し
い
桜
の
名
所
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

（
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り　
武
村　
友
和
）

す
。
踊
り
好
き
の
楽
し
い
朗

ら
か
な
仲
間
た
ち
の
集
ま
り

で
す
。
入
会
大
歓
迎
で
す
。

連
絡
く
だ
さ
い
！

夏まつりに全員揃い華やか！

の
小
学
校
通
学
路
整

備
と
と
も
に
、
新
た

に
南
街
区
で
の
鈴
が

峰
遊
歩
道
う
回
路
の

新
設
と
と
も
に
災
害

に
備
え
て
井
戸
掘
り

を
実
施
中
で
す
。

　
ま
た
、
土
捨
て
場

計
画
の
阻
止
の
た
め

市
役
所
と
管
理
協
定

■
お
知
ら
せ
・
催
し

３
／
16
㈮�

ま
ち
協�

�

29
年
度
監
査

３
／
25
㈰	
ま
ち
協
総
会

■
門
出

卒
業（
園
）式

３
／
17
㈯	

サ
ム
エ
ル�

美
鈴
が
丘
こ
ど
も
の
園

３
／
20
㈫	

美
鈴
が
丘
小
学
校

入
学（
園
）式

４
／
９
㈪	

美
鈴
が
丘
高
等

学
校

４
／
10
㈫	

美
鈴
が
丘
中
学
校

�

美
鈴
が
丘
小
学
校

４
／
12
㈭�

サ
ム
エ
ル�

美
鈴
が
丘
こ
ど
も
の
園

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
２
月
度
定
例
役
員
会
報
告
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